
浜松市生活支援体制づくり協議体（第 2 層、あんま圏域） 第 2 回会議 議事録 

 

開催日時 令和 5 年 11 月 30 日（木） 9 時 30 分から 11 時 00 分まで 

参 加 者 委員：19 名、事務局：15 名 

場 所 浜松市総合産業展示館 北館 3 階 7・8 号室 

内 容 １ 開会 

 

２ 協議内容 

  

① 前回協議体会議の振り返り 

生活支援コーディネーターより、前回の協議体会議で話し合った内容について共有。 

 

【中ノ町】 

・買い物支援について 

・移動販売の拡大 

 【蒲】    

・担い手の育成と募集について 

・シニアクラブ、サロン等の新規加入者を増やすためには 

【和田】 

 ・移動販売の検討 

・子どもと高齢者が交流できるような場の検討 

 

② ≪情報提供≫ ありたま圏域・さぎの宮圏域の取り組みについて 

生活支援コーディネーターより、東区内他圏域の取り組みについて報告。 

 

③ 今回の協議体会議の進め方について 

生活支援コーディネーターより、今回の協議体会議の進め方について共有。 

 

【中ノ町】 

・買い物支援、移動販売、サロンの送迎について 

・地域法人との調整 

 【蒲】 

・担い手の募集（チラシ配布）について 

・サロン・シニアクラブに来られない方への対応 

【和田】 

・移動販売について 

・子どもと高齢者が交流する場（昔の遊び）について 

 



④ 意見交換 

中ノ町・蒲・和田地区それぞれに分かれて上記の内容について意見交換した。 

 各地区より出た意見については下記のとおり。 

 

 【中ノ町】 

  ・買い物支援、サロンの送迎について、協力依頼を検討している地域法人と意見 

交換する場を設ける必要がある。 

・移動販売の拡大のため、地区内で実施している移動販売を実際に見学する。 

・移動販売と日常生活で困っていることについてのニーズ確認のためのアンケート 

を実施する。 

 【蒲】 

・担い手募集について、協働センターまつりでチラシを配布する。 

今後は配布だけでなく、自治会と協力して回覧を活用できないか検討していく。 

・地区内のサロンの横のつながりがないため、サロンの代表が集う場を検討して 

いく。今後のサロン活動の活性化につなげたい。 

・まつりのタスキを手作りして参加者（高齢者）に渡したサロンがあった。 

行事に出てもらうためのアイテムができたことにより外出する機会に繋がった。 

【和田】 

〇昔やっていた遊びを子どもたちに伝承することについて検討。 

・協力できるスタッフがいないと長続きしないが、手伝う意識がある方はあれも 

これもやってくれるため、継続できるかが課題。 

・子ども食堂で遊びの伝承を行う案も出たが、費用面や事故の心配等もあるため、 

慎重に検討していく必要がある。 

  〇子どもとの交流の機会が地域の中で沢山あるとよい。 

  〇遊びを教えに来てくれる人探しが必要となる。 

 

３ 令和 5年度 第 3回協議体会議について 

開催日時：令和 6年 2月 29日（木）13：30～を予定 

 

４ 閉会 

 

今 後 の 

見通し等 

今回、協議体会議で意見交換された内容については、3 地区とも協議体外での話し合

いの場の必要がある内容となったため、目的ごとの話し合いを進めていき、次回協議

体で、地区ごとの進捗状況について共有し、協議体委員の地域に対する思いを高める

ように働きかける。 

 


